
H E A D   L  I  N  E

    

ペ
ガ
サ
ス
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

「
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
療
養
し
た
い
」

と
希
望
す
る
患
者
さ
ま
や
、
介
護
を
す

る
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。
患
者
さ
ま
が
、
よ
り
快
適
な
療

養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
介

護
さ
れ
る
方
や
ご
家
族
の
負
担
が
、
少

し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
に
、
手
助
け
し

て
い
き
ま
す
。た
と
え
ば
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
、
ご
自
宅
の
環
境
改
善
・
向

上
を
提
案
し
た
り
、
介
護
さ
れ
る
ご
家

族
の
悩
み
や
不
安
な
ど
の
ご
相
談
や
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
。
患

者
さ
ま
と
介
護
さ
れ
る
ご
家
族
両
方
の

立
場
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
快
適
に

安
定
し
た
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
療
養
す
る
お

年
寄
り
や
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
と

こ
ろ
に
看
護
師
が
訪
問
し
て
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
の
指
示
に
も
と
づ
い
た
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
病
院
か

ら
退
院
し
た
後
も
、
引
き
続
き
病
状

の
管
理
が
必
要
な
方
へ
の
高
度
な
看
護

や
、
酸
素
吸
入
器
な
ど
の
機
器
の
管

理
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
幅

広
い
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
へ
の
心
理

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
在
宅
療

養
か
ら
生
ま
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
な
お
、
当

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
深
夜
の
突
然
の

急
変
や
緊
急
時
に
も
速
や
か
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
24
時
間
体
制
の
連
絡
・

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ペ
ガ
サ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ま
で
、
5

カ
所
の
拠
点
で
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
在
宅
療
養
を
支
援
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
5
月
1
日
、
新
た
に
堺
市
南

区
を
対
象
地
域
と
し
た
「
ペ
ガ
サ
ス
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
若
松
台
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
今
ま
で
、

堺
市
中
区
に
設
置
し
た
「
ペ
ガ
サ
ス
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
八
田
」
が
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
が
広
域
で
あ

る
た
め
、
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
分
割
移

転
を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
、
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
お
応
え
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ご
利
用
に
つ
い
て
の
ご
質
問
・

ご
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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ペ
ガ
サ
ス
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

大
阪
府
の
介
護
保
険
対
応
の
福
祉
用
具
販
売・

レ
ン
タ
ル
指
定
事
業
所
に
な
り
ま
す
。

整形外科

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00
　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

坂本常守
（循環器）

整形外科 装具外来
（14:00～14:30）

装具外来（14:00～14:30）

岡垣健太郎（関節の外来）
釜野雅行
（手の外来）

平成23年6月1日現在社会医療法人ペガサス　外来診療のご案内

馬
場
記
念
病
院

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

１診

２診

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

外・消１診 金原　功 坂下克也 豊川貴弘 金原　功 寺岡　均 福岡達成
第1・3週

坂下克也
（胃ろう外来）外・消２診 原　順一 寺岡　均 真下勝行 平田直人 大平雅一

第2・4・5週

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

玉垣学也／栩野吉弘
第2・4週／第1・3・5週
（ともに呼吸器）

周藤弥生
（糖尿病）

栩野吉弘
（呼吸器）

永田光里
（呼吸器）

平山道彦
（循環器）

脳外科１診 宇野淳二 伊飼美明 魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復 交替制
脳外科２診 馬場武彦 徳永　聡 伊飼美明徳永　聡 長岡慎太郎
脳外科３診 長岡慎太郎 松尾吉紘 甲斐康稔松尾吉紘甲斐康稔

外・消３診 河内屋友宏 原　順一 北田拓也
（肝臓病）

山下　啓
（循環器）

坂本常守
（循環器）

難波雅司
（循環器）

坂本常守
（循環器）

平田明子
（内科）

整形外科１診 本田良宣 山北真也 本田良宣 本田良宣 山北真也 交替制

整形外科２診 篠塚宗徹 岡垣健太郎

岡田　貴

岡田充弘
第1・3週篠塚宗徹 吉野信之

岡田　貴

岡垣健太郎

庄司恭之
第1または、第3週（脊椎）整形外科３診 釜野雅行

形成外科 山本喜英 山本喜英 山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

北口正孝

山北真也

北口正孝

内科

（脳）神経内科

玉垣芳則／若山公作
第2・4週／第1・3・5週
（在宅酸素）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

池尻義隆
第2・4週

（脳）神経
内科 楠　進

第1・3週（脳）神経内科２診 中谷芳美 千本裕子 西本和弘 長谷川隆典

（脳）神経内科３診

（脳）神経内科１診 高橋光雄 北口正孝 峯田春之 北口正孝 金田明子

平賀定一

濱田征宏

馬
場
病
院

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

内科外来 久保俊彰 交替制 交替制新田敦範
（外科）

千本裕子
（脳神経内科）

担当医
（内科） 交替制 久保俊彰 新田敦範 久保俊彰

外科外来 担当医（脳神経外科）
新田敦範（外科）

本田良宣
（整形外科）

担当医
（脳神経外科） 山本喜英 北口正孝

（脳神経内科）

泌尿器科 野澤昌弘 清水信貴（予約検査）
梅川   徹（診察のみ） 辻　秀憲

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診 往診 往診 往診 往診 往診

中林孝之 長谷川隆典 中林孝之 中林孝之 中林孝之 中林孝之

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

3診 担当医
1診 永田安徳 矢野　基 宇治義正 宇治義正 担当医
2診 担当医 担当医 担当医 担当医 永田安徳

2診 宇治義正 戸田千綾 宇治義正 宇治義正 宇治義正 岡本隆司 第１・３週
田中秀典 第２・４・5週

1診 永田安徳 永田安徳 永田安徳 永田安徳 永田安徳 永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
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地
域
の
在
宅
医
療・介
護
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
を
め
ざ
し
て
６
カ
所
目
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
。

    

平
成
23
年
５
月
か
ら
、
ペ
ガ
サ
ス
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
大
阪
府
の
介

護
保
険
対
応
の
福
祉
用
具
販
売
・
貸
与

（
レ
ン
タ
ル
）
指
定
事
業
所
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
、
取
扱
い
商
品

が
豊
富
に
な
り
、さ
ら
に
充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

商
品
購
入
時
に
は
、
理
学
療
法
士
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
装
具
を
つ
け
て
も

は
き
や
す
い
靴
な
ど
、
安
全
に
使
用
出

来
る
も
の
を
提
示
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
医
療
用
消
耗
品
の
販
売
も
行
っ
て

お
り
、
胃
ろ
う
の
方
用
の
経
腸
栄
養
剤

や
ボ
ト
ル
・
チ
ュ
ー
ブ
類
、
ス
ト
マ
用
品

な
ど
も
退
院
に
合
わ
せ
て
ご
準
備
で
き

ま
す
。
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
の
注
文
も
可

能
で
、
ペ
ガ
サ
ス
グ
ル
ー
プ
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
か
ら
ご
自
宅
へ
の
納
品
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
福
祉
用
具
に
つ
い

て
お
困
り
で
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
療
養
す
る
患
者
さ
ま
と

ご
家
族
を
支
援
す
る

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

か
か
り
つ
け
医
の
指
示
に

も
と
づ
き
、24
時
間
体
制
で

在
宅
療
養
を
支
援
し
ま
す
。

堺
市
南
区
を
対
象
地
域
と
し
た

「
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
若
松
台
」。

福
祉
用
具
に
つ
い
て

お
困
り
の
皆
さ
ま
は

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●特殊寝台 ●特殊寝台付属品
●床ずれ防止用具 ●体位変換器
●車椅子 ●車椅子付属品
●歩行器 ●歩行補助つえ

貸与（レンタル）できる福祉用具

●腰掛便座 ●特殊尿器
●入浴補助具 ●簡易浴槽
●移動式リフトのつり具の部分

介護保険対応の販売福祉用具

その他、ガーゼなどの医療用消耗品や靴、一
本づえなども豊富に取り揃えています。

馬場記念病院の外来受
付側に展示スペースを設
け、商品の一部を展示し
ています。

TEL  072-284-1050
住所  堺市南区若松台３-34-９

お問い合わせ先



S p e c i a lペガサスデイサービスセンター石津・
ペガサスデイサービスセンター石津２号館
からのお知らせ

多彩なプログラムで、ご利用者の毎日を応援しています。

齢者専用賃貸住宅ペガサスロイヤルリゾート石津の
１階にあるペガサスデイサービスセンター石津、隣接

するペガサスデイサービスセンター石津２号館では、ペガサス
ロイヤルリゾート石津にご入居されている方を中心に、介護
サービスを必要とする地域の皆さまをサポートしています。ご
利用者に、いきいきとした毎日を過ごしていただくため、日常生
活のお世話や機能訓練のほか、季節に合わせた行事やレク
リエーションも多数企画しています。先日は、ご利用者に好評
の「風船バレー」を行いました。通所曜日対抗で競い合い、思
い切り腕を伸ばして風船を
叩き、楽しい時間を過ごされ
ていました。これからも、ペ
ガサスデイサービスセンター
石津・２号館は、ご利用者が
楽しく参加できるレクリエー
ションを計画していきます。

高

馬場記念病院では、脳神経外科の医師とコメディカルとのブ
レインチームによる「脳卒中センター」、また、外科と消化器科
とのチームによる「消化器センター」を設置し、高度な専門治
療の提供を行っています。

ペガサス脳卒中センター
ペガサス消化器センター

ご存じですか！

法人本部からお伝えしたいことがあります。

H24卒看護学生対象
医療体験デイ 就活バージョン開催！

開催日  ６月18日（土）　 受付時間  12：30〜

※詳しくはペガサスのホームページをご覧ください。http://www.pegasus.or.jp/

看護師
動画サイト

看護師
求人サイト

新入職員誕生！
今まで以上の地域への貢献をめざして

東日本大震災の被災者の方々の
心のケアをお手伝いさせていただきます。

馬場記念病院からのお知らせ

ペガサスメンタルサポートセンターでは、さまざまな「こころの
問題」を抱えた人が、前向きに社会生活を送ることができるよ
う、サポートしています。そこで、このたびの東日本大震災で
大阪に避難して来られた方について、少しでもお力になれるよ
う、心理カウンセリングの初回料金を無料にさせていただきま
す。災害などのトラウマのケアに詳しい臨床心理士が担当い
たしますので、お気軽にご相談ください。

TEL  072-265-4720（お問合せ・受付11:00〜13:30）
ペガサスメンタルサポートセンター（馬場記念病院　臨床心理部）

新しくペガサスグループの
仲間になる、93名の新入職
員の入職式を、4月1日にペ
ガサスセンタービルにて行い
ました。辞令交付後、理事
長　馬場武彦からの挨拶
では「グループ全体の医療
の質と地域貢献の高度化
のために、あなた方の力が
必要です」との言葉があり、
新入職員たちの気持ちは、
より引き締まったようでした。
当日の午後から４〜５日にか
けて行われた新入職員研修
では、ペガサスグループにつ
いての基本理念や福利厚生の説明、各種講義などを実施。また、「グ
ループワーク」では、異なる職種のメンバーと一つのテーマについて考
え、話し合うことで結束力を高め、かつ他職種への理解を深めました。
こうしてペガサスの一員となった新入職員たちを、地域の皆さま方も
温かく、ときには厳しく見守ってくださるようお願いします。

講師 ： 杉本直子・葭谷純子・森脇由美
　　　ペガサス訪問看護ステーション　看護師 
日時 ： ６月22日（水）　午後２時〜３時
場所 ： 馬場記念病院　１階　ロビー

「熱中症の落とし穴」

6月のペガサスセミナーは、

講師 ： 堤 真子
　　　リハビリテーション部 
日時 ： ６月30日（木）　午後３時〜
場所 ： 介護療養型老人保健施設ペルセウス ３階食堂

「誰でも実践！！リハビリのコツ！！①」

6月の介護支援セミナーは、 事
な
役
割
で
す
。
患
者
さ
ま
が
退

院
さ
れ
る
際
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
の

看
護
師
へ
申
し
送
り
を
行
い
、
継

続
し
た
看
護
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
継
続
性
が
き
ち
ん
と
維
持

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
「
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
検
討
委
員
会
」

も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ガ

サ
ス
グ
ル
ー
プ
内
の
看
護
師
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
集
ま
り
、
病

棟
配
属
の
看
護
師
と
訪
問
看
護
師

が
意
見
交
換
す
る
な
ど
、
よ
り
良

い
継
続
看
護
に
関
し
て
活
発
に
議

論
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ

ま
の
退
院
に
際
し
て
行
う
“
退
院

指
導
”
の
内
容
が
適
切
だ
っ
た
か
ど

う
か
検
証
す
る
た
め
、
当
院
の
看

護
師
が
患
者
さ
ま
の
ご
自
宅
を
訪

問
し
、
お
話
を
う
か
が
う
取
り
組

み
も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
院
内
の
看
護
師
が
、

外
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
い
く
機
会

は
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
反
対
に
、
医
療
体
験

デ
イ
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
地

域
の
方
々
に
看
護
部
の
仕
事
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
看
護
部
と

し
て
地
域
医
療
へ
の
貢
献
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。
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当
院
の
看
護
体
制
は
、
ベ
テ
ラ
ン

看
護
師
か
ら
新
人
看
護
師
ま
で

の
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
編
成
す
る

「
チ
ー
ム
ナ
ー
シ
ン
グ
方
式
」
が
基

本
で
す
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
、
役
割

分
担
を
決
め
て
看
護
を
行
う
「
機

能
別
看
護
方
式
」
を
取
り
入
れ
、

質
の
高
い
看
護
の
実
践
に
努
め
て
い

ま
す
。

救
命
救
急
・
急
性
期
の
現
場
で
は

一
刻
を
争
う
こ
と
も
多
く
、
看
護

師
た
ち
は
目
も
回
る
ほ
ど
の
忙
し

さ
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
た
び
た
び

あ
り
ま
す
。
で
も
、
看
護
師
が
忙

し
い
の
は
、
そ
れ
だ
け
患
者
さ
ま

の
命
が
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
使
命
を
胸
に
抱
い
て
、

私
た
ち
は
い
つ
も
患
者
さ
ま
に
寄
り

添
い
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心

を
も
っ
て
看
護
に
あ
た
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

看
護
の
質
を
高
め
、
患
者
さ
ま
に

よ
り
良
い
看
護
を
実
践
す
る
に
は
、

看
護
師
一
人
ひ
と
り
の
能
力
向
上

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
看
護
部
で
は
、
き
め
こ
ま
や
か

な
新
人
研
修
に
力
を
注
ぐ
と
と
も

に
、
２
年
目
以
降
も
着
実
に
成
長

で
き
る
よ
う
に
充
実
し
た
院
内
教

育
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
が
上
司
か
ら
教
わ
っ
た

言
葉
で
す
が
、「
看
護
師
は
自
分
で

自
分
を
育
て
て
い
く
」
職
種
だ
と

思
い
ま
す
。
医
療
の
進
歩
に
と
も

な
い
、
看
護
師
に
求
め
ら
れ
る
知

識
や
技
術
は
日
進
月
歩
で
進
化
し

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
看
護
師

は
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
で
か
ら

も
ず
っ
と
学
び
続
け
る
姿
勢
が
大

切
で
す
し
、
そ
の
気
持
ち
に
応
え

る
よ
う
精
一
杯
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
私
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

更
な
る
看
護
の
質
の
向
上
を
め
ざ

し
て
、
近
年
、
認
定
看
護
師
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
認
定

看
護
師
は
、
特
定
の
看
護
分
野
に

お
い
て
水
準
の
高
い
看
護
実
践
が
で

き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
当
院

で
は
す
で
に
、「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
」

「
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看

護
」「
救
急
看
護
」
の
各
領
域
で
、

日
本
看
護
協
会
に
認
定
さ
れ
た
看

護
師
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
の
認
定

看
護
師
を
中
心
に
、
今
ま
で
以
上

に
入
院
患
者
さ
ま
の
褥
瘡
（
床
ず

れ
）
予
防
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
看
護
の
質
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
現
在
も
後
輩
の
看

護
師
た
ち
が
続
々
と
教
育
課
程
を

受
け
て
お
り
、
新
た
に
「
重
症
集

中
ケ
ア
」「
が
ん
化
学
療
法
看
護
」

の
領
域
も
含
め
、
今
後
も
多
く
の

認
定
看
護
師
が
誕
生
し
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
た
、
法
人
内
で
も
「
ペ
ガ
サ
ス

認
定
看
護
師
」
の
制
度
を
独
自
に

設
け
て
、
救
急
看
護
、
医
療
安
全
、

感
染
管
理
、
回
復
期
看
護
な
ど
、

幅
広
い
看
護
領
域
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

認
定
看
護
師
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
看
護
現
場
の
視
野
が
広
が
る

効
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
か

く
院
内
の
看
護
だ
け
に
目
を
向
け

て
い
る
と
、“
井
の
中
の
蛙
”
に
な

り
が
ち
で
す
。
で
も
、
認
定
看
護

師
が
学
ん
で
き
た
新
し
い
知
識
や

技
術
を
皆
が
共
有
す
る
こ
と
で
、

現
場
で
の
看
護
ケ
ア
の
広
が
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
看
護
師
た
ち
が
広
い
視

野
を
持
て
る
よ
う
に
、
看
護
部
で

は
看
護
協
会
な
ど
が
主
催
す
る
施

設
外
研
修
へ
看
護
師
を
積
極
的
に

派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、
日
頃
の
看

護
ケ
ア
の
成
果
に
関
す
る
学
会
発

表
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

急
性
期
を
脱
し
た
患
者
さ
ま
を
回

復
期
、
療
養
期
、
在
宅
へ
と
橋
渡

し
し
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大

看護師の教育に力を注ぎ、
ぬくもりのある
ゆきとどいた看護を提供します。
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看
護
師
は
、自
分
で

自
分
を
育
て
て
い
く
職
種

広
い
視
野
を
も
っ
て

看
護
ケ
ア
の
質
の
向
上
を

患
者
さ
ま
を
中
心
に
、

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の

心
を
も
っ
て
看
護
を
実
践

看
護
協
会
認
定
看
護
師
が

次
々
と
誕
生

継
続
看
護
を
通
じ
て
、

退
院
後
の
患
者
さ
ま
を
支
え

地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い


